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ぶ々雪 30 1 31 1 32 1 33 日 下問題数
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第 2表 各年度の平均得点および標準備選 (100点満点換算〕
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第 3表 年度別p 正答率別問題数
(注括弧内の数字は問題番号，小間を一つの問題として数える〉
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31 I C 1 ) Iつぎの答をヨの中にむきなさい。 -官十f，f.の規約を理解してい
るか。







1 4 84.4% 
口3
口2
32 I C 1 J Iつぎの答を，きできるだけかんたんな分数で I・数計小る型式算ま段すたの色分計はる政算分との複合してい口の中に曾 なさL、。 は，全部を小
数忙なおして
















3壬 1(1 J Iつぎの答を，口すの中に暫きなさい。答はで ・小数式と分計は数分算の混合してい
きるだけ約分ること。 るの は，全部を小
数また 数『こなおして
































































































































































3 x 5 の正答率は 98.8% 






















































































30 1 C 3)1つぎの式のかっこをはずして簡単にし，
一ーの上に書きなさい。
( 5 x+ 3) (2 x-1 ) =一一一一一一一
32 1 C 2) 1つぎの式を，かんたんにしなさい。
〈α-3) 2+ 7α-4 
答
















で書き表わしなさい。 1 ィ 27.4% 
~(円の商絞) : (正コIj形の商絞) 1 ロ 18.1% 
3~ 1(2)1α=2. b=l. c=-3として，つぎの式卜式，式の飽の意味を理解
前中 | しているか。



































































































































































































3 _ ，1 
がある。このような生徒が，たとえば ーα， Iー αを考える場合2' . 2 
- 36ー











年度|鶴 | 問題のねらいとE答率問 題












31 1(1 J Iつぎの連立方程式を解き，答を書きなさい。|・二元一次方程式が解ける
カミ。
















































































































































































































































































三ñlì~三 榊造図の紹介と批判 /f 
















































































































































































































































































'(8) 34年度 (4)は， AがBを去基準とし， BがCを基準として与えられた場合
にA:B:Cを求める問題であるが，これは基準量が一定していないととと
AとBの関係を iAは Bの?割」と与えて， A:Bの形で、与えてなかった点
に，生徒が困難を感じたものと思う。 /
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年度|鰐 [ 題 問題のねらい主正答率問
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U__I_U I I I上」 を通るか。
通る点の記号令Cでかとみなさし、。
P く-6，一生) Qく30，21) 






























































































年度|鵠| 間 題 | 問題のねらLと正答率 1 
31 (11] 田中;gの家の柱時計は l昼疫に君5分は遅両れ方， -時刻，時間についての理 |
時合目計わざまし時計は10分進む時。田中 の 解がじゅうぶんあるか。 I
を土曜日の靭，問 に，ぎ正しい時現iに -この問題におられける数量関 lせて柱お時い計たところ，つ の週のある朝


















し時計の示す時刻までの時聞の比が，5分 :10分，すなわち 1: 2であ
ること。
に気づかなければならない。このいずれかに気づけば， 4S~トの数学的な意
味と考えあわせて，解決の方法を発見することができたと思われる。これら
の関係は速さ，時間，距離の関係または単位蒋聞にする仕事の量，時間，全
体の仕事の量の関係等主数理においては同ーである。
素材に迷わされず，数理の構造を見抜けるよう指導することは.問題解決
指導の中心であり，そのための方法のーっとして図式化して考えることが有
効であることは，すでに述べた通りである。
この問題は，求めるものが正しい時刻であヮて一つの数誌ではなく，その
上，これを求めるために必要な，幾日閉経過した朝かという回数が問題の表
面にあらわれていないところにも，生徒が困難を感じた原因がある。かくれ
た要素p いわゆる媒介要素の発見は問題解決の鍵となることが多いのである
が，それを発見する方法はp 一言にして言えば洞察であり，その洞察を可能
にするものは
・条件分析一一与えられた条件が何てあり，モれからどういうことがわか
るか。
-目標分析一一求めるものは何か，そのために何がわかればよいか。
と考えることである。
生徒は，とかく結果をあせり，直観的に答を特ょうとしたり，かけるか，
割るか，たすのか，号Iくのか，と算法を知ろうとする。しかし，す こし複雑
な問題になると，このような単純な態度では鱗秩の見通しはすてられない。
どのような手1闘で考えたり操作したりしたら解決の方法が得られるかという
正しい手順を指導することが必要である。問題が複雑であれば払る程
・問題をくり返し読み，問題を自分の言葉で言い換えてみる。
・与えられ司た条件，求めるもの，手がかりになりそうな掌要な言葉等を披
き出したり， underlineを引いてみる。
-図をかいてみる。
・与えられた条件から何がわかるかを考える。
・求めるものを知るためには，何がわかればよいかを考える。
という手順を踏んで考えることが有効になる。基礎的な知識，理解がありさ
-61-
えすればp このような手.)1慣を踏むことによってs 多くの場合は，解訣の方針
が発見できるものである。
(2) 35年度(2)は簡単な不十進諸等数の等分除の計算であり，除数も簡単な3
である 3 この正答率がわずかに40.5%にすぎないのは意外の感じさえする。
不十進諸等数の計算は十進数の計算にくらべ，多少誤算の多いのは当然で
あるが，計算の原理は同一である。生徒が，十進数は容易であり，不十進数
には抵抗を感ずるのは，十進数の場合は長い間の糠習の結果，まったく形式
的に操作して結果を出L得るようになっているのに対し，不十進数の場合に
は記数法，命数法，演算の意味，単位関係等を意識しながら操作しなければ
ならない点にある。
少なくとも，高校入学を希望している生徒で，時聞の単位関係を知らなか
ったり，3で割ることの意味を知らないものがあったとは思われない。
そこで，不十進諸等数の計算を指導する場合には，機被的，形式的になって
いる十進数の計算の原理をあらためて考えさせ，それと対比しながら，不十
進数も計算の原理は同一であること，ただ計雰の過程ごとにその原理を意識
して適用しなければならないことを自覚させ，同時に，不十進諸等数一一時
'聞と角度一ーについての計算を，もう少し多く糠習させる&、要があると思わ
れる。
- 62ー
